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会員の声 （郡市等医師会から）

自 転 車 旅
西大寺医師会

 大上クリニック　大　上　康　広

　大学生のころから自転車が趣味で、ロードバイクに荷物を積んで色んなところに出かけるのが
好きでした。当時は、長野県に住んでいたので、山を越えて他の町まで出かけて温泉に入って、
また山を越えて戻ってくる、なんてことを良くやっていました。そんなことを繰り返しているう
ちに「自転車でもっと遠くまで行ってみたい！」と思い始め、今から15年程前、大学６年の試験
前に長野から沖縄まで自転車で旅をしてみました。
　まずは、色んな所から情報を仕入れ、準備に何が必要なのか洗い出しました。寝る場所はどう
するか、食事はどうするか、服装はどうするか、洗濯はどうするか、など様々なことを考えなが
ら旅の準備を進めました。旅に使える時間は、試験と試験の間の３週間と限られていたので、１
日におよそ80 ～ 100km走れると考えた上で、長野→富山→福井→京都→岡山→山口（関門トン
ネル）→福岡→熊本→鹿児島（フェリー）→沖縄というルートにしました。荷物は最低限にして
できるだけ車体を軽くし、「快適な自転車旅」を目標に旅支度をしました。
　出発初日は生憎の雨で10月下旬ということもあり、結構寒かったのを覚えています。長野から
日本海側に出る際にいくつか峠を越えるのですが、不幸なことに下り坂＋雨でスリップして電柱
に激突してしまいました。幸い自転車は無事だったのですが、左大腿を電柱にぶつけてしまい痛
みのあまり、しばらくペダルを踏み込めず、１時間ほど自転車を押しながら歩かざるを得ません
でした。その夜は、痛みでなかなか眠れず、旅の間中ずっと左足が痛かったので、この時点でちゃ
んと病院へ行っておけばよかったかもしれません。
　初日からトラブルを起こしてしまいましたが、翌日には幾分痛みも引き、幸いその後は大きな
トラブルを起こすこともなく旅をすることができました。なにせ見る景色がほとんど初めての土
地ばかりでしたので本当に、毎日が刺激的でした。虹のかかった日本海や名も知らない大きな神
社、ちょっとさびれた無人駅、初めて見る車のナンバー、こんな旅でもしなければ一生通らない
であろう道を毎日楽しみながら走っていました。ただただ走るのが楽しかったので食事なんかは
非常に適当で、乗りながらおにぎりを食べたりコンビニで軽く済ませる程度でした。観光地も殆
ど巡らず、ひたすら走りながら風景を眺めていました。
　山口下関まで到着し、関門トンネルで博多側に出るのですが、自転車はエレベーターで地下に
降りて（料金は20円くらいだったと思います）、トンネルの中を自転車を押しながら歩きました。
このトンネルが結構長く（調べたら片道780mあるそうです）、歩行者しかいないこともあってか
ランニングをしている人がかなり多かったです。
　その後は、東シナ海を走り、いよいよ鹿児島まで到着し、鹿児島港からフェリーに乗って沖縄
に向けて出発しました。船は、途中ところどころで島に寄港するのですが、島の近くの海は本当
にきれいで、見たことのない透き通るようなエメラルドグリーンの海の色に「本当に沖縄まで来
たんだ！」と感動しました。沖縄本島に到着し、沖縄をぐるっと１周したところでタイムアップ
になり、輪行して飛行機で帰宅しました。合計約2,000kmの自転車旅でした。
　働き始めてからは、ここまでの長期間の休みは取れず、自転車も趣味程度となりましたが、ま
た折を見て旅ができたらいいなと思う今日この頃です。
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笠岡市の地域包括ケアシステムの現況について

 笠岡医師会介護担当理事　木野山　眞吾

　 笠岡市は全世代、全対象型の地域包括支援体制を構築することにより、誰もが安心して
生活を維持できる姿を目指しています。その中心は地域包括ケア会議で、年２回の予定で開
催されます。笠岡市、医師会、歯科医師会、薬剤師会、POSTの会、訪問看護、訪問介護事
業所、通所介護事業所、生活支援コーディネーター、地域包括支援センター、民間企業、大
学、社会福祉協議会の各代表者が一堂に集まり、川崎医療福祉大学特任教授の浜田　淳先生
の司会で笠岡市地域包括ケア推進室の報告により、協議が行われます。この会議では、地域
共生社会を実現するための４つの柱－⑴健康づくり・介護予防、⑵医療と介護の連携、⑶福
祉（児童・障がい・介護）、⑷生活支援－を定めており、2025年の姿として各々の目標を設
定し、主な課題を上げて具体的に検討を行うことになっています。
　令和４年度第１回地域包括ケア会議が10月に開催されましたので、簡単に内容を紹介しま
す。まず、笠岡市地域包括ケア推進室より地域包括ケアシステムの構築に向けた令和３年度
の取り組みと令和４年度の進捗状況について報告が行われました。ついで令和４年度の見直
しや取り組みの検討では、医療では人生を豊かに過ごすための選択肢として看取り士等の活
用、終活相談などの検討。オンライン診療、島しょ部のオンライン相談の実施。精神障がい
者の地域移行を進めるために緊急時の受入体制についての協議を行うこと。また、住まい・
住まい方では虚弱な高齢者等の掃除や簡単な調理などを行う、生活支援サポーターの活動に
買い物や受診などの移動を伴う生活支援の付き添い支援サービスを新しく内容に追加し、住
民相互の支え合いの強化。専門職・関係機関とのネットワークでは、子ども家庭総合支援拠
点を開設し、相談支援体制の強化。複合的な課題を抱えるケースが発生した場合は、庁内外
の部署から相談が入る体制をつくる等について質疑応答。
　続いて議事では、⑴重層的支援体制整備事業、⑵精神障がいにも対応した地域包括ケアシ
ステムの構築についての協議が行われ、今年度の取り組みについて市役所の各部署での包括
的相談支援体制の構築と各種福祉計画の見直しや孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム
推進事業が話し合われました。また、精神障がいの有無や程度にかかわらず、誰もが安心し
て自分らしく暮らすことができるように重層的な連携による支援体制の構築のため地域精神
保健および障害福祉、特に緊急時の対応についての協議。また、人材育成や社会参加につい
ての問題点が話し合われ、計画が妥当であるか討議されました。
　また、地域包括ケア会議を支える会議として⑴地域づくり連携会議、⑵医療と介護の連携
会議、⑶認知症総合支援会議、⑷認知症施策連携会議が定期的に開催され、笠岡医師会も参
加して、特に医療面での協議や提言をしております。地域包括ケアシステムの構成要素は医
療、介護、予防、住まい、生活支援とされており、笠岡市でも地域包括推進室が主体となり、
上記の４つの柱についての連携と実施計画が検討されているところです。
　以上、笠岡市の地域包括ケアシステムの現況について簡単に紹介しました。
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